
 

コロナをプラスに！ 新・流南の学校行事新様式 Ｗｉｔｈコロナ時代 

 

１ 概 要 

 本校は、ＪＲ武蔵野線、つくばエクスプレス南流山駅から徒歩１５分、流鉄流山線平和台

駅から徒歩３分の場所に位置する。都心まで電車で２０分ということから、流山市は「都心

から一番近い森のまち」と言われている。オオタカが生息する豊かな森に囲まれた、水と緑

の街である。また、流山市は江戸時代から水運の発達に伴い発展を重ねた。みりんの一大産

地としても有名であり、明治初期には葛飾県庁も置かれ、現在の千葉県の中心と言っても過

言ではない盛況を誇った。俳人 小林一茶や新選組局長近藤勇とのゆかりも深く、まさに歴史

と文化が色づく街と言える。 

 また、本校は県内でも３校しか設置されていない「スポーツ健康コース」を有し、部活動

がとても盛んである。運動部・文化部計２５の部活動があり、これまでインターハイや関東

大会、各種全国大会出場など数多くの輝かしい成績を残している。学校内では自然とあいさ

つが生まれ、とても活気があり、学業にも一生懸命に取り組む生徒が多数在籍している。 

 令和３年度もコロナが猛威を振るっており、様々な学校行事が新様式で行われている。昨

年は、コロナの影響で学校行事のほとんどが中止となり、生徒たちの青春の時間が奪われて

しまった。そのような状況の中、「生徒の安全・安心の確保」と「学校行事の実施」を両立さ

せるべく進んできた。コロナ禍をプラスに変えるための「新しい学校行事の様式」を、全教

職員で知恵を振り絞り模索してきた。 

 

２ 取り組みの成果 

◎新学期が始まってから現在までの主な学校行事 

○各式典【入学式（４月）始業式（４月・９月）終業式（７月）賞状伝達式（学年集会等）】 

入学式は、新入生と保護者を入れ替え制にして実施した。椅子を１ｍ間隔で離し、体育館全面

を利用した。新入生は心の中で大きな返事をしてその場に起立していた。式終了後は、各担任の

引率の下、各ＨＲ教室へ移動し、保護者が体育館へ入場した。学年主任が保護者に話をしている

最中に、各ＨＲ教室では学級開き等が行われていた。新入生を放課した後に各クラスで保護者会

を開催するという展開であった。 

 始業式・終業式は、学校の放送設備を活用して各ＨＲ教室で行った。式典だということを各担

任が事前に指導し、服装を整え式典に相応しい態度で臨むことができている。礼法なども担任の

指導によってしっかりと行えている。 

 賞状伝達式は、各学年集会で実施している。各部活動などで表彰されていることを他の生徒と

共有することで、相乗効果が期待できる。 

・取組みへの反響 

生 徒「全校放送で行うため少し緊張感が薄れるものの、礼法などを指導されるため皆きちんと

行うことができている。」 

   「各教室の放送から流れるため非常に聞きとりやすい。」 
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   「仲の良い友達が表彰されていて嬉しい気持ちになった。」 

 

 
間隔を取った入学式         全校放送で行っている式典等    教室で放送を聞く生徒たち 

 

○球技大会（６月初旬） 

 球技大会は２年ぶりの開催である。雨のため、体育館と小体育館のみでの開催となった。体育

館では、バレーボール、小体育館では卓球を行い、各クラスでオリジナルＴシャツを作成・着用

することで学校全体が盛り上がった。各会場では、役員生徒と競技生徒、そのクラスメートのみ

が入場することを認め、次チームは近くの空き教室で待機といった形を取った。密を回避しなが

らも熱い戦いが繰り広げられ生徒たちも充実した顔でプレーしていた。 

・取組みへの反響 

生 徒「自クラスの応援はできたが、他クラスの応援もしたかった。しかし、密を避けることを

考えたら仕方のないことだとは思う。」 

   「球技大会自体開催できるか不安だったけど、やれただけでも本当に良かった。」 

保護者「先生方が中心となって、感染対策などを考えてくれて非常に助かった。昨年は開催する

ことができなかったので、とても感謝している。」 

     

会場に入れる数を制限することや、換気の徹底・座ったままで拍手のみの応援などのルールを設けた球技大会 

 

○文化祭（９月中旬） 

 今年度の文化祭のテーマは「シン・リュウナンサイ」である。「シン」とは「新」を表しており、

「ｗｉｔｈコロナ」の時代で新たな形の文化祭を自分たちで作り上げようという狙いである。 

 半日準備が２日間という短い期間ではあったが、全団体が協力し見事にクラス企画を完成させ

ることができた。感染対策にも十分に配慮し、安全で安心な「流南祭」を開催することができた。 
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開会式と閉会式は全校放送によるものとしたが、開会式での文化委員長の挨拶がとても印象的で

あった。「できない理由を探すのではなく、できることを一生懸命探して全力で楽しみましょう。」

様々な制限がある中でも生徒たちは全力で「流南祭」を堪能することができた。 

・取組みへの反響 

生 徒「準備期間がとても短く大変だった。」 

   「飲食関係は制限がかかったため、どの団体もできなかったが、どの団体も工夫をして素

晴らしい装飾や発表ができていたと思う。」 

   「新しい形の文化祭を自分たちで作り上げたことを嬉しく思う。」 

保護者「２年ぶりに開催できて本当に良かった。」 

   「どの団体も手作りで、愛情のある文化祭だったと思う。」 

   「早くコロナが収束して、通常の開催を願う」 

   

出入り口に設置された消毒関係             遊戯中もマスク着用の徹底 

   

射的屋                       風船すくい 

 

○体育祭（１０月初旬） 

 昨年同様、規模は小さくなったが「盛り上がる」体育祭を実施することができた。前日深夜の

地震による影響で、開始時間は遅れたものの、全ての競技を午前中に行い終わらせることができ

た。各競技に参加する生徒の招集を運動部に協力してもらい、円滑に競技を消化することができ

た。スピーディーに進行する中、盛り上がる場面も度々あったが、生徒たちは声を上げずに、精

一杯拍手をして「声援」を送っていた。昼食は各教室で通常通りの黙食を行い、放送にて閉会式

を実施した。 

・取組みへの反響 
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生 徒「昨年同様、規模は少し小さくなったがとても盛り上がる体育祭となった。」 

   「一番盛り上がったのはクラス対抗の長縄である。クラス全員で協力して最高記録を出せ

た。」 

   「昼食を教室でとることができたので安心した。皆、静かに前を向いて黙食していた。」 

保護者「大きな声援を送れない中、小気味いいＢＧＭを使用していたから非常に良かった。」 

   「長縄の団体競技をクラス半分にするなど、感染対策を十分に行っていた。」 

 

  

集合時はマスク着用を徹底し競技時はマスクを外す。けじめをしっかりと付けて開催した。 

 

３ 準備・実施段階の工夫 

 大前提として、学校行事を行う中で絶対に感染者を出さないというのが最大の課題であった。

全職員が知恵を振り絞り、生徒たちが安全で安心して行事を楽しめるように工夫を凝らした。 

 

換気やマスク着用を徹底しながらの準備 

 その中で共通して言えるのが、マスクを外すタイミングの対策である。マスクを外すタイミン

グは主に、水分補給・食事・激しい運動の時である。水分補給をする場所や時間に制限をかけ、 
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食事は教室の自席以外では禁止にすることや、昼食をそもそも挟まないことなどの時間的工夫も

行った。また、運動時は人との距離を十分に取るよう声かけをすることや、物理的に密にならな

いようすることを念頭に置いて予め計画をたてた。 

 

４ 広報・報道状況 

 各行事後には、学校ホームページにて写真等を掲載して広報活動をするように心掛けている。

実際に写真を載せることによって、中学生や近隣の方々に学校の様子を知ってもらい、本校に対

する興味や関心を喚起させようという狙いである。また、毎学期末にＰＴＡの広報委員会に作成

していただいた「広報流南」を全校生徒に配付し、各家庭に持ち帰ってもらっている。それによ

り、生徒の学校での様子や本校の雰囲気を少しでも味わっていただければと考えている。 

 

 

５ 今後の方向性 

 「ｗｉｔｈコロナ」の時代で、どのようにすれば安全で安心に学校生活を送れるかを生徒たち

自身が考え、行動することができてきた。則ちそれは、物事を自分で考え行動できるようになっ

てきたということである。新型コロナウイルス感染症の流行状況次第では、今後の学校生活にお

いて先行きが不透明な部分は、やはり多い。学校全体として、感染対策を十分に行い、学校での

種々の活動を止めないこと、特に行事を可能な限り実施していくことを最大の目標として取り組

んでいきたい。 

今年度、「球技大会」も「流南祭」も「体育祭」も、従来の規模や様式で実施し、生徒たちが「流

南」を満喫することは叶わなかった。それでも、生徒会本部役員や体育委員といった、各行事の

中枢を担う生徒たちの気持ちや思いに寄り添い、何とか実現させてあげたいと奮闘する職員が存

在したこと、そしてその職員の心意気を感じ、職場の雰囲気が動き、変化したこと。我々は胸を

張っていいだろうと思う。しかし、何より誇らしかったのは、全校生徒が、良い意味で「妥協」

し、「大人」になり、今年度の各行事の規模に納得し、楽しめるかぎりを楽しもうとした姿勢を見

せたことであった。今までとは少し趣の異なる信頼関係が芽生え始めている感があるように思え

てならない。この「流れ」を大事に育んでいくことが、より深い生徒理解につながっていくこと

を確信している。 

そのうえで、生徒の「個」に応じた丁寧な指導を目指し、その延長線上に、「３年間を通したキ

ャリア教育」が存在することを、我々教職員が常に意識したうえで、生徒一人一人の「自己実現」

に向かった支援を持続する。本校の校訓である「考燃而飛（こうねんじひ）」～考え情熱を持って

行動し、飛躍する～を念頭に、 

教育目標 ①自ら学ぶ意欲と主体的に生きる力を養い、心身ともに健康で、心豊かな人間の育成 

     ②責任と義務を果たし、礼儀正しく謙虚で誠実な、社会に貢献できる人間の育成 

を目指して精進していくことを誓う。 
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学校ホームページの充実 

生徒や保護者、中学生から近隣の方々まで見やすい仕様になっており、常に最新の情報を提供し

ております。学校行事や各部活動の細かい内容もスクールライフとして記事を更新しています。                         
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ＰＴＡ広報委員会が中心となって作成している「広報流南」 
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第１０５号 

令和３年 

３月８日 

第１０６号 

令和３年 

７月２０日 



２０２２年 刷新された本校パンフレット 
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